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＜概要＞
　昨今の社会情勢は、変動性、不確実性、複雑性、曖昧性が高まっていることを感じさせる。東日本大震災の
経験は、こころの支援の在り方を問われる機会でもあった。そして、多くの支援者が様々な立場から、困難な状
況の中で支援に取り組んできた。このような経験は、震災という限られた状況のみならず、VUCA 時代におけるこ
ころの支援の在り方に対しても示唆を与えるものだといえる。そこで、本シンポジウムでは、VUCA 時代に求めら
れるこころの支援について、震災の経験から考えたい。
　カウンセリング学会では、東日本大震災において学会の主導によって支援チームを形成し、実践を行った。この
ような経験を踏まえて、VUCA 時代のこころの支援について話題提供をいただく。また、震災において福島県では、
避難区域が設定され、多くの人が家もコミュニティーも喪失する事態に直面した。そのような被災の当事者として
の経験を踏まえて、被災者に対するインタビュー調査を行った結果から、VUCA 時代のこころの支援について話
題提供をいただく。さらに、震災後の社会状況は支援者の支援を必要とする状況でもあった。支援者を支援する
ことは、充実した支援を継続的に提供するために不可欠の要素だといえる。そこで、震災後の保育士および公務
員を支援した経験から、VUCA 時代のこころの支援について話題提供をいただく。最後に、各シンポジストの話
題提供を受けて、「VUCA 時代のこころの支援の在り方」について、指定討論を頂戴する。
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震災の経験から考えるVUCA時代のこころの支援
企画・司会：高木　源（東北福祉大学）
話 題 提 供：二本松直人（福島県立医科大学）
　　　　　野口修司（香川大学）
　　　　　柴田理瑛（東北福祉大学）
　　　　　＊一部、調整中
指定討論者：伊藤正哉（国立精神・神経医療研究センター　認知行動療法センター）
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カウンセリング心理士活動最前線
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	 小林正幸（東京学芸大学）
指定討論者：	諸富祥彦（明治大学）

　現在、カウンセリング心理士会の会員数が減少している。これは、本資格の社会的認知や活動の在
り方などが課題であると推察している。
　今後、このような状況を変えていくためには、カウンセリング心理士資格の社会的認知度を高める
こと、カウンセリング心理学に基づく実践が現代社会において必要とされること、そして、社会貢献
という目的を具体化していくことと考えている。
　その為にはどのような取り組みが有効になるか検討すること、そしてカウンセリング心理士として
の活動状況を検証することが急務である。
　今回のシンポジウムでは、カウンセリング心理士会の特徴でもあり、良さでもある「多様性」をど
のように活かし実践的な場面で展開しているかについて考えたい。
　さまざまな背景を有し、学際的な研究を行っている会員、日々様々な現場の先頭に立って実践に取
り組んでいる会員、多くの会員の方々がさまざまな領域で活躍されていることこそカウンセリング心
理士会の強みとなっている。
　しかし、これらを有機的に繋ぐことによって更にカウンセリング心理士会の活動を広げていくこと
が求められているのではないだろうか。
　このような問題意識を持ちながら本会会員が活動しているそれぞれの現場の状況を紹介し、その現
場の取り組みから見えてくる様々な事象について考察し、今後の活動に繋がるような提案を行ってい
きたい。
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